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EDIフ ォ ー ラ ム1997プ ログ ラ ム

主 催:EDI推 進 協 議 会(JEDIC)

(財)日 本 情 報処 理 開発 協会 ・産 業 情 報 化 推 進 セ ンター(JIPDEC・CII)

日時:1997年(平 成9年)7月16日(水)10:00～15:30

場 所:東 京 全 日空 ホテ ル(東 京 都 港 区赤 坂)

10:00挨 拶 芳 川 恒 志 氏

(通商産業省機械情報産業局情報政策企画室長)

10:20〈EDI高 度 化 プ ロ ジ ェ ク ト〉

講演1

11:10講 演2

「石 油 化 学 業 界 にお け るEC推 進 」1

古 田 益 穂 氏

(石油化学工業協会EC小 委員会副主査)
(日本ポ リオ レフィン(株)企 画部 システムグループ ・グループ リーダ)

「流 通 に よる汎 用 電線 取 引を モ デ ル と したEC実 用 化 研 究 」11

三 橋 博 氏

((社)日 本電線工業会 産業情報化対応委員長)
(EDI推 進協議会 普及 ・啓蒙部会副部会長/古 河電工(株)情 報システム部長補佐)

12:00休 憩

13:00〈 電子公証 システム等共通技術関連プ ロジェク ト〉

講演3「 広域認証基盤技術の実証実験」

鮫島 吉喜 氏

27

、

(認証実用化実験協議会(ICAT)広 域認証技術研究タスクフォース委員長)
(日立ソフ トウェアエンジニア リング(株)研 究部 主任部員)

13:50〈 高 度 商 品 デ ー タベ ー ス 構 築 ・検 索 技 術 プ ロ ジ ェク ト〉

講演4

14:40講 演5

「広 告 エ レク トロニ ック ・コマ ー ス」

大 貫 英 夫 氏

((株)電 通 総合デジタル ・センター

「鉄鋼ECの 実用化研 究」

太宰 武生 氏

(CALS技 術研究組合)

計画管理部長)

48

(鉄鋼EC研 究会研究 リーダー)

67

15:30終 了
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講演1「 石油化学業界 におけるEC推 進」

〈EDl高 度化 プロジェク ト〉

古 田益 穂 氏
石油化学工業協会EC小 委員会副主査
日本ポリオ レフィン株式会社
企画部システムグループ ・グループリーダ
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企業間高度電子商取引推進事業

一一=一化学業界仁方ーー五一』一ーー

ノ

`

平成9年7月

石油化学工業協会

1.「 石油 化学 業界 にお けるEC推 進 」の経緯
1

＼

石油化学業界における経営環境の変イ三=)＼

・ユ ーザ企 業 の海 外展開

・国 内市場 の 停滞

グ ローバ リゼ ーションの進展(特 に、東南 アジア)
ノ

)
'、

石油化学業界の共通情報基盤の構築が必要
」 ∠

」=====」 」=====L

(戸 ン型縫 の姦)
/、

関連 業界 を巻 き込 んだ業界BPR
・商社

・需要家

・物流事業者

・物流業際EDI調 整委員会

＼ ノ

r＼
・グ ローバルでオープンなネットワー ク

による取 引先の拡大
・ペーパー レス取り引き拡大

・社会 構造 変化への 迅速な対応

＼ ノ
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2石 油化学工業協会におけるEC推 進活動経緯

1985 ビジネスプロトコル小委員会発足
ビジネスプロトコルの標準化検討開始

1987 大手総合商社対象に石化協モデルビジネスプロトコル第一次案作成

1990 石 化 協 モデ ルビジネスプロトコル 最 終 案(JPCA-BP)を もって協 会標 準 とす る。

1991 Cllシンタックスルール検討開始

(社)日本貿易会とビジネスプロトコルに関する合同検討開始

1992 石化メーカ2社と商社数社においてJPCA-BPに 基づく電子取引開始

石化協ビジネスプロトコル標準書(第2版)刊 行

1993 専門商社向けパソコン用JPCA受 発注パッケージ完成・配布

物流ED検 討開始

1994 JEDIC主 催EDIフ ォー ラムで石 化 協EDI報 告

塩 ビ協 向 け にJPCA-BP説 明 会 開催

1995 商社など関連業界向けJPCA-BP説 明会開催
通産省ε0縫 鍛 への参物麓編 始

1996 物 流五Dノに欝プる項1百定斎の嘉理完 ア
ε0雛 力 ジェ外rε0刀1委 員会ノ充足

3.本 件 での取 り組 みテーマ

1.JPCA-BPを 利用 した受 発注EDIの 普 及 ・拡 大

目 標:現 在、石油化学企業～商社で行っているJPCA-BPに よる受発注EDIの 普及・拡大。

開 発:現 行の受発注パッケージソフトをLAN及 びWindows95等 の最新端末環境への対応可能とする。

標準化作業=国 際標準であるEDIFACTの 石油化学業界での海外取引への採用を検討する。

2.物 流業務の効率化・オープン化推進

目 標:コ スト増の要因となっている物流業務プロセス及びEDI化 による業界としてのBPRを 実現する。

標 準 化:「物流業際EDI推 進委員会」のメンバーとして、国内統一標準作りに参画し、統一標準である

「JTRN・BP」のサブセットとして標準化を行った。

実 験 内 容:上記物流BPに 基づき、メーカ・物流事業者間で実証実験を実施

3.新 た なマーケティングシステムの確 立

目 標:IT(情 報 通 信 システム 技 術)を 活 用 した、新 たな 石油 化 学 製 品 のマーケティングシステム方 法 の 検 証 。

実 験 内 容1実 証 実 験 用WWWサ ー'、'と連 携 した 、石 油 化 学 製 品 のデータへ●一スを構 築 しユ ーザ 側 か らはWeb

ブラウザ を利 用 したマーケティングの 有 用 性 を検 証 す る。
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4.プ ロジェクト推 進 体 制

石油化学工業メーカー(石油化学工業協会 会員33社)

1

1

〆 石 油Z学 工 業 協 会[
JPCA:JapanPetrochemicalAssociation]

■ ● ロ ■ ■

、

理事会

1

情報通信委員会 その他25委 員会

1

ノ

1

EC小 委員会 BP小 委員会

s

WG1=JPCA受 発 注 ハ.ッケーシ'ソフトの 開 発

WG2:JPCA物 流ピシ'ネスプロトコルの標準化一

WG3:共 同マーケティングの検証一

ll 1

商社 物流事業者 需要家

5.実 証実験の全体像
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6nJPCA-BPを 利 用 した 受 発 注EDIの 普 及 ・拡 大 .

「既 存 受発 注 パッケージソフトをベース に最新 の通 信環境 に対 応 した〆ッケージソフトの 開発 」

燗冷 ∠ヲ磁

・中小企業に対する非自由取り引きの障害を排除

・中小企業への情報化支援を図るためのツール

主な開発〃9容

取 引先(主 に商社)で 発生する受発 注業務
・基 本機 能 ・送 受信 機能 ・マスタメンテナンス機能 ・受発 注業務機能

・仕 入れ 業務機能 ・支払い業務機 能 ・売 り上 げ請 求機能

・利用OS:Windows95・ 通信環 境 二LAN 、TCPAP

実験内容とその効果

・受発注業務の効率化の検証

・伝送データ所要時間の検証

・導入及び運用における期間と費用 [〉

6-1.JPCA受 発 注 標 準 ビジネスフロー

メー カ ー

条件登録処理 取引条件 条件登録処理

受注内容を
端末入力

商社・代理店

魎
出荷指図処理

注文データ送信

受注 内容を、

メモ・受注票に記入

注文確認データ受領

お客様

電話/盲

注文確認

号 突き合わせ

1

出荷報告
o

出荷請求 』
出荷請求データ受信

廿

画面にて注文
状況の確認返答

受注確認リスト

[iiiEgiii]突き合わせ…

変更内容リスト

社内にて修正処

不一 致 ・未 処 理データ

の確 認 ・変 更

売り上げ請求

データ取り出し

顧客別等に

集約処理

売り上げ請求一覧一
の各データを送信

不一致・未処理

データの送信

、

債権データとの

照合 ・消し込み

支払いデータの

確認 ・手形番号

等の入力

支払業務<

支払 ・請求データ

注文

問い合わせ

5一





7.受 発 注 業 務 に お けるEDIFACTメ ッセーシの 標 準 化

一
・日本の石油化学企業の国際競争力の強化と円滑な海外との商取引き環境の構築

調査の実施

調査対象:アメリカ、ヨーロッパ各国及びシンガポール他アジア諸国

調査内容:上 記各国におけるEDIFACTへ の取組み、最新のEDI技 術動向

適用範囲・と対象業務

対象業務:CIIシンタックスルールにより石油化学業界ですでにJPCA-BPと して

標準化している受発注業務を対象

標 準 化 〃業 内 容

・JPCA-BP制 定の基本業務フローに対 応するEDIFACTメ ッセージの選定

対象メッセージ:取 り引き条件 、注 文、注文確 認、出荷請求、請求 確 認

支払明細 、支払 いデータ
・選定EDIFACTメ ッセージとJPCA-BPの マッピング

今後 の展 開

EDIFACTの 海外導入状況を調査とマッピングの結果を踏まえ、業界として

導入検討を行っていく。

8.JPCA物 流 ビジネスプロトコルの 標 準 化
`

標 準化の昂動
7、

・石油化学製品の物流に伴う、メーカーと物流事業者間のデータ交換の普及・促進
・石油化学業界各社の開発費(時 間・費用)の 軽減

㌧'
酉内税一物流撮嘩ε01絨 への参画

、r

・物流業界が進める「物流業際EDI推 進委員会」構成メンバーとしての物流業際

EDI標 準 作りへの積極的な参画
、」 ノ

適用鯛 ・とガ家業務

＼

'対象製品
:石油化学製品のうち取り引き件数・量の多い合成樹脂、化成品・ゴム等'

対象業務:トラックを中心とした、陸上運送 ・入出荷・簡易加工から経費の支払い通

知までの一貫した業務サイクル。
ノ

無 内容とその効果
/、

・物流業務の省力化/正 確性の向上

・伝送データ所要時間の検証

・}ランスレ一夕の変換機能/導 入容易性等の検証

＼ ノ

[〉

/、
・物 流 ビジネスプロトコル

対 象範 囲 の拡 大
・各 メーカー ・物流事 業者

へ の展 開の可能性
＼ ノ

一6一





8-1.JPCA物 流 標 準 ビジネスモデ ル(出 荷 業 務)

社内倉庫

討
メーカー 〕

寄託 者=荷 送 人

幽

ノ プ「出庫 依頼 」
/

''"

''"'

「運送依頼」

出荷場所i
こ...............

－

u■ ■

荷届け先

山
レ

運送事業者

▲

→:EDI情 報の流れ
一 一 チ:社 内情報の流れ

==_E>:運 送(製 品)の流

「出庫依頼

+運 送依頼」

倉庫事業者

・
、出荷ぞ

一ー一〉:物 流事業者間の情報

8.2. JPCA物 流標準ビジネスモデル(入荷 業務)

メーカー

寄託者=荷 受人

(荷受人)

癌

''"

''"
/「 入庫依頼」

y

>

社内倉庫
:荷 届 け先i

運送事業者

w＼

「入庫依頼」

倉庫事業着

荷届け先i

出荷場所

幽

一ーー一:EDI情 報の流れ

一 一 〉:社 内情報の流れ

→:運 送(製 品)の流れ
→:物 流事 案著聞の情報

一7一





一

8-3.JPCA物 流標 準 ビジネスモデ ル(転 送 業 務)

社魏

場所…

メーカー

寄託者=荷 受人

(荷受人)

幽

,刃7

''"

''"
,/r出 庫 依 頼」

「運送 依頼 」

口

瓜

』l
l.1

運送事業者
口

'

r運送依頼」

<]

)

「運送依頼」

「入庫 予定」

倉庫事粟者

荷届け先i →:EDI情 報の流れ

一 一 】レ:社 内情報の流れ

===ε 〉:運 送(製 品)の流れ

→:物 流事案者間の情報

9.イ ンターネットに よる共 同 マー ケティング の 検 証

インターネット/イントラネット技術を活用した、新たなオープンマーケット(マーケティンゲシステム)の

確立

実 験 環 境
、

㌔インターネット上にWebサ イトと連動した、製品データベースを構築
・ユーザ側からは,Webブ ラウザを利用した検索システム、'
寛寛内容

乍 ンターネットを利用して、約… 製品の情報・開発品繍 を提倒

ワ
、

ノ

・潜在 ニーズの把握 、セグメント化を行 いアプローチ手法の有効性 ・

提供するコンテンツの妥当性 の検 証 を行う
・インターネットのマーケティングチャネルとしての有効性の 具体化

・潜在ユーザの製品に対するニーズ

・必要としている情報 ・提供形態の把握

w

実験の効果
、'

・情報 通信システムを利 用したマーケティンゲシステム構築 ノウハウの蓄積

・共 同マーケティンゲシステムの実現
'、

一8一
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9.1 石 油 化 学 工 業 協 会 ホームへ.一ジ

響饗翼馨穰

難懸
㍉ ㌦誌 弩ヘピ ・罐、ぷ 〆:こ

、、,き〉 絃':㌻≧羅 繁.糞㌻ ・駕議 惑鞠"
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1`恐 纏竃謙譲i難欝藷
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澄 憲 穎㌻写、
己二,、{㍉t鯉L熟

込 ・遜

誤'r言 伝 ∨
、・が斗 墨

㍊T}石Cpゴ ピ ≠㌦'㌧ 窃込

蕪 雛

障

灘
惑

霞
ヤ3☆篶}ご'三丁隷 苫

己 苦c鳥 ザ、こミΨ主 ξ鐸蛋γ竃竃蕊議
;渓竃

9-2.石 油 化 学 工 業 協 会 ホームへ.一ジ 「ヒット数 」

石油 化 学工 業 協会EC実 証 実験ホーム ページ

16000

14000ヒ
ット数

12000

10000

8000

6000

4000

2000

0
4/13～4/20～4/27～

4/194/265/3

5/4～

5/10

5/11～5/18～

5/175/24

月 日(週 毎)

5/25～

5/31

6/1～

6/7

6/8～

6/14

6/15～6/22～

6/216/28
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10.プ ロジェクトの 進 捗 状 況

`・

平成8年 度 平成9年 度

9101112123 456789101112123

受発注'ベッケージ

ソフトの開発

JPCA物 流BPの 標準 化

一 一 ー ー ー ー ー 一 一 ー 一 一 ー ー 一

共 同マーケティングの検 証

基本検討 機能設計 構造設計 プログラム製造

実麟 坪 鉦ト
_一__一 ー 一_一 一_一 一 一 一 一 一 ー ー ー ー ー 一 一 ー ー 一 一 ー ー ー 一 一 ー ー ー ー ー ー 一 一 ー ー ー 一 一

ト

ビジネスプロセスビジネスプロトコル

標準化検討 標準化作業
実験環境構築 実証実験

一 一 ー 一 一 一 一 ー 一 一 ー ー ー ー ー ー ー 一 一 ー ー ー 一 一 ー ー

ト

事前調査 実験環境構築

(実験用コンテンツ作成)琳壕 ぽ ㈱

口:達 成済みの作業

一
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講演2
「流通による

汎用電線取引をモデルとしたEC実 用化研究」
〈EDl高 度化プ ロジェク ト〉

橋 博 氏
社団法人日本電線工業会

産業情報化対応委員長
EDI推 進協議会

普及 ・啓蒙部会副部会長
古河電工株式会社

情報システム部長補佐
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企業間高度電子商取引推進事業

「流通 に おける汎用電線取引をモデル と した

EC実 用化に関す る実験 」

平成9年7月

日 本 電 線 工 業

目 次

実証実験の目的

1-1電 線工業会と しての活動経緯

1-2取 引形態とEDl化 の状況

1-3実 験テーマと成果目標

1-4開 発体制

2.イ ンタラクテ ィブEDlの 実証実験

2--1ビ ジネスモデル

2-2標 準化検討作業

2-3シ ステムの概要

2-4実 験環境

中堅企業向けパ ッケージソフ トの実証実験

3-1シ ステムの概要

3-2実 験環境

今後の検討予定
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1.実 証 実験 の 目的

1-1電 線 工業会 としての活動経緯

1984年10月 産業情報化対応委 員会 を設 置

共通取 引先とのデータ交換 の 可能性 検討

1989年3月 「EIAJ取 引情報 化対応標 準」の検 討

EIAJ/JCMA合 同のWG発 足

1991年10月 電 力業界との業界標 準を用 いたEDI開 始

1992年4月JEMAと の合 同WG発 足

1994年3月 会 員社を対象としたEDIセ ミナー 開催

95年(東 京)、96年(東 京 、大 阪)に も開催

1-2取 引形態 とEDl化 の状況

取引先業界 構成比 EDl対 象 業務 実施形態

通信 1396 納期照会 ・回答

確定契約 ・検収 等

標準方式

電力 1196 見積依頼 ・在庫量

納入指示 ・検収 等

標準方式

電気機械 2696 所要計画 ・注文

納入指示 ・検収 等

標準方式/

個別方式

輸送 209も 注文 ・検収 等 個別方式

建設 ・電販 21% 注文 ・在庫照会 等 個別方式

(メーカ端末)

その他民需 996 注文 ・納入 ・検収 個別方式
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1-3実 験テーマと成 果 目標

● 汎用電線のインタラクティブEDI

・製品属性情報 ・取 引メッセージの標準化

・オープンなネットワーク環境でのインタラクティブな情報連携

● 中堅企 業 向けEDIパ ッケージ

・中小企業に対するEDIの 普及促進

・各社固有システムへ汎用的インタフェース機能の提供

1-4開 発体 制

1理事会1

1 1

1第一委員会Il 産業情報化対応委員会ll技 術委員会l
l

lIlI
電線EC実 用化 研究プ ロジェクト

(長:委 員長 、員:WGメ ンバー)

1

11
標準化検討チーム

(長:興野)
開発・実験 検 討チーム

(長:飯 副

一 製 品属 性情 報

(日 立、三 菱 、古 河)

一 汎用電 線 取 引メッセージ

(住 友 ・フジクラ・タツタ・矢 崎)

l

lRt・cl

l;廿 ト[・ 一印パッケー ジ
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2.イ ンタラクティブEDIの 実証実験

2-1ビ ジネスモデル

在庫

照会

単価

確認

團_[圏/

2-2標 準化検 討作業

● 「製 品属性情報 」の標 準化検討

・電線 ・ケーブル の選 定手順

・サイズ別許 容電流 表

・工 業会 ・メーカー製 品名の対 応表

● 「汎用電線取 引メッセージ」の標 準化検討

・情報 の定義

・デ ータ項 目情 報の 内容

・標 準データコー ド

一15一





2-2標 準化検 討作業

「製 品属性情報 」の狙 い

① 電線・ケーブルの選定手順
・ケーブルが使用される用途や環境条件などの

情報から最適な品種選定が行なえる機能の検討

② サイズ別許容電流表
・布設条件によって異なる許容電流表(電 線要覧)

を電子化し、心数・サイズを選定する機能の検討

③ 工業会・メーカ製品名の対応表
・標準的な方法で選定された製品から、製造メーカ

の在庫品と対応させるための一覧表を作成

2-2標 準化検討作 業

「汎用電線取 引メッセージ」の内容

1.見 積 見積依頼情報 発注者 → 受注者

見積回答情報 発注者 ← 受注者

2.予 約 予約依頼情報 発注者 → 受注者

予約回答情報 発注者 ← 受注者

3.注 文 注文情報 発注者 → 受注者

注文請け情報 発注者 ← 受注者

4在 庫 在庫販売情報

在庫更新情報 在 庫 サー バ ← メー カ

ー16一





口

口

愚日 興 馴 ・
基幹システム

}
口

2-3シ ステム概 要(主 な機能)

1特縮 クライアント 川 製品欄/在 輔 報1

(垂 垂)一 蹴 報1メ ーカ基幹システム1

欝 器=驚
'、 ・文請け

メールボックス ∠ピ ㌔、
メールボックス
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2-3シ ステム概 要

Webサ ーバとデータベースの連携

口
留

WWWク ライアント

lW・bBASE1→

4
㊥
一
口

TP

モニタ

リモート

プロシージャ
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3,中 堅企業 向けパッケージソフトの実証実験

3-1シ ステ ム の概 要

】
自社用

データ編集

(⑳ 一

3-2実 験環境

取引先

モデム モデム

公衆回線網

1

受信用
PC

データ

サーバ

ホスト

端末

lll
基幹LAN

● 受注側での機種構 成としては、PC単 体でも動 作可能

● ネットワークは、既存 の全銀手順の公衆網

● 対 象情報 は、CII標準 のメッセージフォーマット
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4.今 後の検 討予定

インタラクティブ「ED/

● メーカ4社 、特約 店4社 による実証実験

● 実用化 にむ けて
・対象 製品の拡 大

・対象 業務の拡 大

・機能 の充実

中堅 企業句1プノfッケージソフ7C・

● メーカ10社 による実証実験

● 送信情 報に対する連携

● 中小企 業へのEDIの 普及 ・啓蒙
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「流通 におけ る汎用電線 取 引をモデル としたEC実 用化 に関す る実験」

(社)日 本電線工業会

産業情報化対応委員会

1.背 景

電線 工業会では1984年 に産業情報分野にお け る生産性及 び効率性

の向上 を狙 い工業会の 中に産業情報化対応委員会 を設 け、 当初か ら共通

の大 口取 引先 との帳票の標準化 、デ ータ交換の可能性 の検討 を行 って き

てい る。EDIの 実施状況 において も、電力 、電気機械 業界等 を中心に

標 準方式 によるEDIが 定着 し拡大中である。

この よ うな状況 の中で、建設電販業界につい ては、電線 メーカのオ ン

ライ ンシステ ムが延 びた各メー カ別の個別の電子デ ー タ交換方式 とな っ

てお り、電線 と しては、 この分野のEDIを 標 準方 式へ移行す るための

検討 を行 う必要 があった。
一方

、最近 の情報技術 の発展 によ り、EDIも これまでのバ ッチED

Iか らイ ンタラ クテ ィブな、EC,CALSと いった新 しい技術 を駆使

した展開が具体化 され る状況 となってきてい る。 そ こで 、電線業界 とし

て も、この新 しいイ ンフラを研 究、活用 し、産業情報分野 にお け る業務

改革 を進 め、 さ らに生産性 の高い効率化 した仕組 みの構築 を 目指す こと

とした。

2.目 的

本研 究では流通 を経 由 した取引形態について、新 しい情報 技術 の応用

とビジネスの標 準化 に よ り、電子商取引のモデル として実証 実験 を行 な

い 、EDIの 普及 、促進 を 目指す もの とす る。 具体 的な研 究テーマ と し

て次 の2点 を取 り上 げてい る。

・ 汎用電線 のイ ンタラクテ ィブEDIの 研究

電線 メー カ毎 に現在運 用 してい る在庫 照会後発 注 とい うオ ンライ ンシ

ステ ムを、標 準 的なイ ンタラクテ ィブEDIへ 移 行 してい くためのモ

デル システ ムを想 定、作成 し、汎用電線のイ ンタラ クテ ィブEDIに

よる取引の実現性 お よび実用性の検証 を行 な うこ とを 目的 としてい る。

・ 中堅企業 向けEDIパ ッケージ

EDIを 普及 してい くためには中小企業へ の普及促 進 が必須 であ る。

特 に電線業 界は 中小比 率が高 く、他業界 よ りそ の必要性 が高い と思 わ
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れ る。 そ こで本研 究 では、業務システムの フ ロン トエ ン ドプ ロセ ッサ

ー として機 能す る簡易パ ッケー ジを、 中小企 業 が導入 しやすいパ ソコ

ンレベル の システ ム として開発 し、参加社 の受注 システ ム との接続 に

よる実用化 に関す る実証実験、評価 を行な うこ とを 目的 としてい る。

3.プ ロジェク トの内容

今 回のプ ロジ ェク トの 内容 として、標準化 作業 、開発 内容 、実証実験

の内容 につい て以下 に示す。

3・1標 準化 作業 の概要

イ ンタラ クテ ィブEDIの 実証実験 を行 うために、 「製 品属性情報 」、

「汎用電線 取引 メ ッセー ジ」の標準の作成 を行 う。

「製 品属性 情報」 は、電線 の用途 、スペ ックか ら汎用電線の製 品を

特定す るための情報の標準の作成 を行 う。

「汎用電線 取 引メ ッセージ」 は、注 文、 見積 、予約 の電線 の取 引上

で使用す るメ ッセー ジお よび在庫販 売情報 、在 庫情報デー タベー スを

更新す るための システ ム側で利用す るメ ッセー ジの標 準の作成 を行 う。

3-2開 発 内容

・ 「イ ンタラクテ ィブEDIに より汎用電線 取 引を行 う機能 」の開発

電線 の用途 、電線 のスペ ックをキーに、製 品属性 情報デ ー タベ ー

スお よび在庫情報デ ー タベースを検索 し、特約店で必要 とす る製 品

を特定で き る機 能 とす る。

その製 品情報 か ら利 用者が製造メー カを指定 し、価格照会や在庫照

会 がで き る とともに見積依頼 ・見積 回答、予約依頼 ・予約 回答 、注

文・注文請 け とい うよ うな取 引情報 を特約店 とメーカ間で交換す る

仕組み を構 築す る。

以下に開発 内容の全体像を図示す る。
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在庫品販売

照 度売t

製品情報サーバ

製品属性情報
〕"一 夕ベー ス

‡
在庫情報サーバ

⊂ 二) ⊂=)
在庫情報

く 一脈三2ノ

単価情報

＼工 一句へ三ン

(=) く==) '=)

見積台帳

ぜ 一¶へ三2ノ

注文台帳

＼工一句ベニレ

予約台帳

妙

←

,

1

'

'

'

・ 「中堅企業 向けパ ッケー ジソフ トによ りEDIを 行 う機 能」の開発

CII標 準 を用い て行われ るEDIの 中の注 文情 報また は納入依

頼情報 を対象 として 、相手企業 によって異 な る設 定 をされ るメ ッセ

ージか ら、受信 した企業で各々定義 され てい る項 目への対応付 けや

自社 固有 の項 目を付加 して編集 し、自社 システムへの入力用デー タ

を生成 させ る機能 を開発す る。

以下に開発 内容 の全体像 を図示す る。

ETAJAネ 十

A社 フ

∵＼
EIAJ標 準

〆一一 、
＼__ノ

→

EIAJ

フ ォ ー

マ ッ ト

出力項目
中 主r→ 万
＼ 一 ノ

↓ 人 力 デ ー ク

フ オー マ ツ

ト

ELAJB社

自社用データへの

編集機能

B社 フ
オ ー マ

、リ ト

一

ト

ラ

/;
レ

1

タ

ー

電事連標準

§
十
五

暮

量

}

電事連C社

≡」 よ 厨 ソ
項目対応 追加項目
〕]〆 ∨ タノ

C社 フ

オ ー マ

吋 ト

ノ 電事連

フ ォ ー

マ ット

7

十 一 本プ・シ・・クトの開発対鏑 囲 一 寸
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3・3実証実験 の内容

・汎用電線取 引のイ ンタラクテ ィブEDIの 実用性 の実証実験

製 品の在庫確認後 、即注文 となる在庫品販 売 と個 々に 見積 を とって

取引を行 な う見積販売 の2つ の電線取引の業務 につい て行 な う。

在庫 品販売 の実用性 の検証 としては、各社の基幹 システ ムの在庫情報

を在庫情報デー タベー スに反映 させ るタイ ミングを変化 させ て、各処

理の実用性 の検証 お よび使 い勝手の評価を行 な う。

また、見積販売 の実用性 の検証 としては、見積条件 で ある件名 の規模 、

複 雑 さを変化 させ 見積機 能お よび使 い勝手 に関す る検証 を行 な う。

実験環境のイメージ図 を以下に示す。

特 約 店

クうイアントハ。、ノコン

特 約 店

リライアントハ。リコン

×
特約 店

クライアントハ。リコン

製品1i青報 在庫情報

サーバー サーバー

■ ・FIREW肌

メ ー カ

クライアントハ。ソコン

メ ー カ

リライアントハ。リコン

・ 中堅企業向 けパ ッケー ジ ソフ トの汎用性の実証 実験

EDIで 受信 され た注 文情報 または納入依 頼情 報 のデ ー タが 自社 シ

ステ ム用 のバ ッチ方 式 また はオ ンライ ン方式 の入 力デ ー タ と して生

成 され るこ とを検 証す る と共 に、 自社システムに対応 させ るための ソ

フ トの カス タマ イズ が容易 に行 な えるこ とを確 認 す る こ とで汎用性

の実証 を行 な うこ ととす る。

実験環境 のイ メー ジ図 は以下の通 りである。
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軽]/〉< 圏

EDI務 ソフ ト

《ッケ ー ジ(自 社 ッテの

4.活 動 状況

4・1ス ケ ジ ュール

今 回の プ ロジ ェ ク トの 全 体 ス ケ ジ ュール は、 以 下 に示 す 通 りで あ る。

平成艇度 平成9年度
9 ユ0 ユ1 ユ2 ユ 2 3 4 5 6 7 8 9 ユ0 1ユ 12 1 2 3

標野'閾礫

別堀i馴6阿)インタラクティブEDI
－

閲職業 システム設汁
システ堪 溌

実証蜘 業i実 験
実『 討

靭 L.

7

ヰ繊 向ナEDIパックージソフト
ー

蹴 業 システ躍計
システム開発

実証実副業 ヌ験翻
断

「

囹

4・2現在までの活動状況

活動状況 として は、標 準化作業が完了 し標準 文書 と しての 「製品属性

情報」 と 「汎用電線取 引メ ッセージ」が既 に作成 されてい る ところであ

る。現在 は、 これ らの標 準 をもとにシステム開発 作業 を行 なってい る。

「製品属性情報 」 とは、汎用電線 を選択す る時に製 品の特定 を容易に

す るための情報 であ り、

・ 電線 ・ケーブル の選定手順について

・ サイ ズ別許 容電 流表

・ 工業会 ・メーカ製 品名対応表

によ り構成 され てい る。
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電線 ・ケー ブル の選定手順 については、電線 を選 定す る手順 にっいて の

標 準 を記述 し、用途 と品種の対応 の具体 的な内容 を記載 してい る。

サ イズ別許容電 流表 では、用途(使 用環境)と 電線 のスペ ック(許容電

流)の 対応 の具体 的な内容 を記載 しお り、この条件 でサイ ズ ・心数 が決

定 され る。

工業会 ・メーカ製品名対応 表は、電線 の一般 的名称 であ る工業会製 品名

とメー カ独 自の製品名の対応 を、在庫 品に関 してメーカ毎の一覧表 と し

て作成 してい る。

「汎用電線 取 引メッセー ジ」 とは、汎用電線 のイ ンタラクテ ィブなE

DI化 のた めに必要な項 目を標 準化 したものであ り、

・ 情報 の定義

・ デー タ項 目情報の 内容

・ 標準デー タコー ド

か ら構成 され てい る。

情報 の定義 は、今 回のプ ロジェク トで対象業務 と した、見積 、予約 、注

文 、在庫 に関す る情報の種類 と定義 を記述 し、さらに情報の流れ を記述

してい る。

デ ー タ項 目情報 の内容は、各情報の項 目の具体的 な定義(項 目名称 、項

目内容 、属性 、桁数、繰返 し数)を 記 載 してい る。

標 準デー タコー ドは、情報の項 目の中で、電線業界 として統一 した コー

ドに したものについて、そ のコー ドと内容 の対比表 を記述 してい る。

5.参 加企業 ・団体

5・1請負先

(社)日 本電線工業会

5・2共 同提案者 としての再請負先

古河電気工業株式会社

住友電気工業株式会社

株式会社 フジクラ

日立電線株式会社

昭和電線電績株式会社

三菱電線工業株式会社

タツタ電線株式会社

矢崎電線株式会社
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講演3「 広域認証基盤技術の実証実験」
〈電子公証 システム等共通技術関連 プロジェク ト〉

鮫 島 吉 喜 氏
認証実用化実験協議会(ICAT)

広域認証技術研究タスクフォース委員長
日立ソフ トウェアエンジニアリング株式会社

研究部 主任部員
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広域認証基盤技術の実証実験

認証実用化実験協議会

日立ソフトウエアエンジニアリング(株)

鮫島 吉喜

二」ヒ旦
月 」示L

・インター ネットの拡 大

一電子商取引・医療・教育 ・公共サービスなどへ

の応用

・インターネットでの セキュリティへ の 不 安

一誰が接続しているのかわからない

一対面でないので通信相手の確認ができない

一途中経路での盗聴・改窟

・対応 技 術 ・サ ー ビスの 研 究、開 発
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セキ ュリティ技 術 ・サ ー ビス(1)

・ ネ ットワ ー クか らの 不 正 ア クセ ス 防 止

一パ ス ワー ドの 盗 聴 ・バ グを利用 して

ホス トに侵 入 、デ ータを盗 む ・破 壊

一ファイアウオー ル

ーJPCERT/CC

・通 信 デ ー タの セ キ ュリティ確 保

一盗 聴 ・改 窟 ・詐 称

一丁 一タの暗 号 ・フーイジタル 署 名

一秘 密 鍵 暗 号 ・公 開鍵 暗号

セキ ュリティ技 術 ・サ ー ビス(2)

・認 証 サ ー ビス(認 証 局)

一通信相手の存在 ・身元・信用度などの保証

一暗号 ・ディジタル署名に利用する公開鍵の配

布サービス

・デ ータ配 送(書 留)サ ー ビス

ー契約書 ・ソフトウェア製品などの確実な配送

一発信・受信 ・内容の証明

・電子 情 報 保 管(情 報 金 庫)サ ー ビス

ー重要データの保管(バ ックアップ)

一アクセス管理
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ICATの 活 動 内容

・国産暗号の 開発 と評価

・認証基盤技術(認 証局)の 開発

・認証アプリケーションの開発と実証実験

ICAT広 域 認 証TFの 活 動

・ 通 信 デ ー タの セ キ ュ リテ ィ

ー暗号 メー ルPEMCATの 開 発

一代行 暗号 メー ルPEPOPの 開発

－SSLeay+Apachに よるWWWア クセスの セキュ

リティ確 保

・認 証 サ ー ビス

ーWWWベ ース の公 開鍵 証 明書 管理 パ ッケー ジ

ICAPの 開 発
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秘 密鍵暗号(1)

秘密鍵暗号(2)
・ 特 徴

一 高 速

・ハ ー ドウェアで数 百Mbps(VLSITechnology)

・ソフトウェアで数Mbps(486SX33MHz)

一 大 量 デ ー タ(デ ー タ ・メッセ ー ジ 本 文)に 適 用

・ 代 表 例

－DES(ア メリカ 標 準)

-IDEA(PGPで 利 用)

-MISTY(三 菱)

-MULTI2(日 立)
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公 開鍵 暗号(1)

・基 本 ア イデ ィア

ー数 論 の 解 決 困 難 な問 題を利 用

・大きな素因数を持つ整数の因数分解

・離散対数問題

・暗 号 鍵

一暗号鍵と復号鍵が異なり、ペアになっている

『

公 開鍵暗号(2)

・ 特 徴

一 低 速

・ハ ー ドウェアで数 百kbps(RSA 、GECMarconi)

・ソフトウェアで数kbps(RSA 、SparcII)

一 少 量 デ ー タ

・ デ ィジ タ ル 署 名 へ の 応 用

・ 代 表 例

－RSA

－楕 円 曲 線 暗 号

－EIGamal暗 号
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公 開 鍵 暗号(3)

デ ィジ タル 署 名 へ の 応 用

・データの発信者認証、改憲検知 、否 認防

止サー ビスに利用

・原理

一公開鍵暗号を逆に使う

一個人鍵を知っているものだけが署名を生成で

きる

公 開鍵暗号(4)

ディジタル署名の実際

慧懸.
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公開鍵証明圭

・通 信 相 手 の 正 しい公 開 鍵 の 入 手 が 必 須

・偽 の 公 開鍵 を使 うと

一偽者の署名を本物と思ってしまう

一偽者が復号可能なメールを送ってしまう

・認 証 局(CA)が 公 開鍵 証 明書 を発 行

一内容:所 有者名・公開鍵・有効期限・CAの署名

一使 い方:CAの 署名・有効期限を確認して

公開鍵を利用

公開鍵証明書の構造

Version3

1CATCA

鮫 島 吉喜

1997年 中

CAの 署名鍵
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発信
者の

署名

鍵で
生成

公開鍵証明書の使 い方

CA、 公開鍵証 明書 の動 向

・X .509v3の 証 明 書

－e-mailaddress/EDIpartyname 、鍵 の 用 途 な ど

の 付 属 情 報

・CAの 階 層

－IPRAを 頂 点 とす る階 層(ICATCAも ここに)

-VeriSign 、CyberTrust、SECE他 のCA

－ クレジ ットカー ド決 済 に 利 用 す るCA
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証明書発行手続き

認証=申請者の確認

公開鍵証明書生成

ICAP開 発 の 背 景 と目的

・CA管 理者 の 負 担

一認証(本人確認)の 手間

・ユ ーザ

ー認証の手間

一証明書発行までの時間

墨
・証 明書発行 の手続 きの簡略化

・Webを 利用したユーザインターフェースの

向上

一36一





オンライン認証

・すでに登録 してあるユーザ認証情報 を利用

_ユ ーザID+パ スワード

・CAは 認証情報 にアクセスして本 人確認

ICAPの 特 徴

・ICATCAPackage

・オ ン ライン で の 証 明 書 の

一発 行依 頼

一廃 棄依 頼

一検 索(ユ ーザ 名 、メー ルア ドレス)

・WWWの ユ ー ザ イン ター フェー ス

・PEMCAT(PEM暗 号 メー ル) 、Netscape

Navigator、MicrosoftInternetExplorer

－37一





ICAPの 現 状

・Version1は フ リー で 配 布 済 み

・SunOS4 .1.xで 稼 動

・NSCAhttpd

●Perl(ver .4.036以 上)

・Webブ ラ ウ ザ(netscape等)

・WWWの イン ター フェー ス を 用 い た 証 明 書

発 行GUI

公開鍵証明書の廃棄

・廃 棄 理 由

一秘密鍵の盗難

一名前 ・所属の変更

一使用中止

・廃 棄 手 段

－CRL(ブ ラックリスト)に廃棄証明書のシリアル

番号を掲載
－CAがCRLに 署名、ユーザに提供
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CRLの 問 題 点

・証 明 書 の有 効 期 間 中CRLに 載 せ続 ける

→CRLの サイズが大きくなり、通信・蓄積コスト増加

・定 期 的 に発 行 す る

→最新情報とのギャップ

・差 分CRLの 導 入

→すべての差分CRLを 入手、検証するのでコスト増加

ディジタル署 名の否認

廃棄すると過去の署名が無効になる

(1)(2)(3)

(1)署 名付き電子 メールを受信 、署名を確認

(2)発 信者が証 明書を廃 棄

(3)(1)の 署名は無効 に、発信者 は否認可 能
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正明書 検 証+タ イムスタンプサ ービス

基本アイデア:

・オンラインで証明書の有効性を確認

・同時にタイムスタンプサービスを提供

團

醐
要 求 ・応 答 データ

顕
・証明書識別情報(発 行CA名 、シリアル番号)

・確認 日時(いつの時点の有効性を確認するか)

・メッセージのハッシュ(メッセージダイジェスト、指紋)

・証明書識別情報

・確認結果(有 効/廃 棄済み)

・廃棄理 由(鍵漏洩/紛 失、所属変更、解雇...)、日時
・メッセージのハッシュ

・要求 受付 日時(データの存在 日時)

・サーバ(運 営機関)の 署名
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性能評価

●SuperSPARC-II/75(320MB)で 一 件0 .17秒

・約3万 人 の 電 子 メー ル ユ ー ザ に3秒 以 内 で

応 答 可 能

・大 規 模 ネ ットワ ー クへ の 適 用

一サ ー バを複 数 置 いて、負 荷分散

一公 開鍵 証 明 書 にサ ーバ 名を記 述 、問 合 せ 先

をランダム に選 択

書 留(発 信 ・内容証明)へ の応 用

璽 鰹
署名付きメール 一一

証 明書の有効検証・

タイムスタンプ付加

盤

一

署名を確 認、保 管

発信者・受信者・

タイムスタンプ他

に署名
一

証明書有 効確認、

メール署 名確認 、

タイムスタンプ確認
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セキュアWWWサ ーバ の構 築

・イン ター ネ ットで 最 もポ ピュラー な ア プ リケ ー

シ ョン で あ るWWWの セ キ ュ リテ ィ確 保

一構 築 ノウハ ウの 蓄積 ・公 開

－ICATの 広 報 活 動

・SSL(SecureSocketLayer)プ ロ トコル の 利 用

ノウ ハ ウ の 蓄 積

一汎用 性:ソ ケットレベ ルでの暗号 ・認 証 通 信

一優 位 性:s-HTrpプ ロトコル より優 位

SSLの 位置付けと汎用性

圏翻騒騒圏

欝輪講一
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SSLプ ロ トコル

・HandshakeProtocol

－セ ッシ ョン 確 立 時 の ネ ゴ シ エ ー シ ョン

ー暗 号 ア ル ゴ リズ ム の 決 定

一サ ー バ の 認 証

一クラ イア ン トの 認 証(オ プ シ ョン)

一マ ス タ シ ー ク レットの 共 有

●ApPlicationDataProtocol

－マ ス タ シ ー ク レットか らセッション鍵 を 生 成 、ア

プリケーションデータの 暗 号 ・認 証 通 信 を 行 う

SSLHandshakeProtocol

露 <一一ー ーー 一－clienthello

serverhello-一 ーー－

servercertificate____>

serverkeyexchange-一 一>

certificaterequest-一 ー一>

serverhellodone-一 一→・

←一ーーー－clientcertificate

-clientkeyexchange

<一 ーー－certificateverify

<一 ー－changecipherspec

司←一 一一一一 －finished

changecipherspec-

finished-一 一 ー 一 →・
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,湯嚇一 彩義

SSLHandshakeProtocol

(既存セッション再 開)

<一ーー一一ー－clienthello

serverhello-一 一ーー一>

changecipherspec-一 →

finished-一 ー ー一 →

<一 ー－changecipherspec

--finished

フリーソフトを用 いたWWWサ ーバ構 築

・WWWサ ーバ

ーapache+SSLpatch

・SSLパ ツケージ

ーSSLeay

・その他

－FJPEM

・ 証 明 書

－ICATか ら発 行

・ 詳 し い 手 順

－http://www .icat.orjp/workshop/19970421/hhat/
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構築の手順

(1)サ ーバ 構 築

(2)鍵 生成 公開鍵

(3)証 明 書 発 行

公開鍵証明書

(4)証 明書 格 納

PEPOP開 発 の背 景

・エンドユーザ が管理 しなくても一定レベル

のセキュリティを確 保

・既存のインターネットメールプログラム でも、

暗号 メールを使 用 したい

・暗号TFの 成果である国産暗号(公 開鍵 暗

号 ・秘密鍵暗号)を活 かす

代行認証サーバであるPEPOPの 導 入
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PEPOPの 構 成

PEPOPの 特 徴

・エンドユーザをわずらわすことなく暗号 メー

ルを導入できる

・エンドユーザのプログラムになりかわ り、

暗号 ・復 号 ・署名 ・署 名検証する

・既存 のメールプログラムがそのまま利用で

きる
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S/MIMEの 特 徴

・PEM 、MOSSに 代 わ る業 界標 準

・RSA社 が提 案 、互 換性 のテス ト中

・MIMEベ ースEDIで も採 用

・暗 号 アル ゴリズム としてRSA 、DES.EDE3、

MD5、SHA-1を 使 用

・開発 では国 産 暗号 であるMISTY 、楕 円曲

線 暗 号 などを使 用

今後の予定

・ICAP間 の 証 明書情 報 交 換 機 能

一他のCAが 発行した証明書の検索

－CAの 数に対するスケーラビリティの考慮

一証明書の有効性確認

・Webサ ーバ のアクセス制 御 強 化

一ユーザ名、発行CAに よるページアクセスの可

否判定

・PEPOPとICAPの 連 携

一ユーザ証明書の自動発行 ・自動更新
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講 演4「 広 告 エ レ ク トロ ニ ッ ク ・コ マ ー ス 」

〈高度商品データベ ース構築 ・検索技術プ ロジェク ト〉

大 貫 英 夫 氏
株式会社電通

総合デジタル ・センター
計画管理部長
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EDIフ ォ ー ラ ム

広 告 エ レ ク トロニ ック ・コマ ー ス

1997年7月16日

株式会社 電 通

1.広 告 業 界 にお け るEDIの 現 状

2.広 告 エ レク トロニ ック ・コマ ー ス(広 告EC)

(通産省 「企業間高度電子商取引推進事業」)

3.広 告業協会

「広告EDlプ ロ ジ ェク ト」 の推 進

4.lnternetEDl(EDIoverthelnternet)
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新畦鷲舞註鯵

∫講 離繁麟織鱗難嚇

嚥i鰻娠
漬売城 狂○

1嬉繁 蝉 毒 湊 ジシぞ2社 ・
.2社.
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テ レゼ スポ ッ トEDl㌘ 」め流瓶

●

広告主 ・期間

放送日 ・視聴率

素材情報 ・期間

移動時間 ・理由

実施予定枠

放送通知

鯖求食頃

支払予定金額

'☆広告EDlの 現状 と問題点

;・広 告 主 の 要 求 … ぼ"・ ・:-Nt「一一't:"⊆:ひ ↓P'三ぷ シパ 　些 …x㌧'N七 ぺ㌔ 一;ぽ 蛭'∨ 念

㌫べ_巡 望,慾 ㌫ 叉 こ亘 竺 竺熟 煮凝 合 、こ一.≧縫 線。一
瓢・鱒琴噸 撫無 梁≒鷺勲趣嚇癒

号
問題歳

1:1接 続の限界 運用面でのばらつき

素材伝送未達成

他分野への拡張固葉 多様化への対応困萬
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,絃 ミパ

ミ薫 掛 べ

巌 饒(齢 デー鮫 換ジ1蓬諮 羨 ㌍

小雛;磁 ぼ:三づビ ㌻廷〔;∵当取引量繕取引蔵回㍍ る〉び○㌫『ll㌘ご 癬㌫ 大

合議 薪'FAX⇒ 匡 磯 の取引⇒ ㌶;謬 言

合 鴨 饗蕊 緊 卿黛藤 ㌢ ジご ㌫;繕藩で で 。。
こ㌢ ㌔柔軟な業界竈鍵墾霧遊星 濾饗藁邊灘難i墾墾海

早

A・2.:

IA・3,;

・運 用 が 大 変

・費 用 増 大 .

・柔 軟 な 運 用

・低 コス ト
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通商産業省i
　ロゆ　 　　 ヘ コリ

・「企業間高度電子商取引推進事業」一
2・広告エレク語 言 ク

,ゴv-z

実証鎌

☆広告EC全 体イメーノ

広告会社 鵜一 社醒鷲懸 　 麟
__.額{舷 戸^民 －w

9広告会社

▲ 淑

■.

新聞社
広ノ白≧ 難 難蹴卿i牽 ㎜広告主

■ 一','一 二t

仲 寸

EDl標 準イ!タ ーフ エース

〆

、k＼ 取

/告
r－ 会一4

社

引、

報＼

〆㌔連 口

琴 放送局(テ レビw4

力

」

媒体社
EDl

イβ フ ざ 、

広 告 主

EDl

インターフェース

麺 璽璽}
広告主 蜻

広告割目櫛但
三聡
く見質

三⑰絃 払

;
ソ

LL■1

放送局(ラ ジオ){
ふ

,・'一 ・ 一^←-

t

1・ 口 ・.

CM素 材 店舗 ＼ 情

E酔1ス 翔
1∴=∴ ≡1

'`…ll・

1白 糖2ス テ ッ プ,一 ー 一,

興 制作雑 一 一

l

liプ ・ダクシ・ンi明 会社i
司

へ 一'

、 出版社(雑 誌)1
1
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t☆ ・EC証 のシスデムN図 ∵

広告会社
㎜ システム

綴
.戸渇 ジ ュ十

∵EDIデ ≒タ
く送 受信

管理

通信プ ロ トコル:TCP/IP
ユー,◆コミュニ↓トションモジュ十を使用 しな い場合

全銀 プロ トコルも可能

ビジネス プロ トコル:Cll

新 聞 社 ・放 送 局(u/cモ ジ:-h:了CP!IP利

PC衷 たはUNtX各 社嵩■システム

繋霧 團
醐i濃 霧

新聞社 ・放送局催来の全銀BSC利

個別EDlraMir－ ト

連結 ・管理ソフ ト シ断▲

粋 恒 や諺認挺 ジ辛
、狸/焦 熱 熱9》鯛 熊

ユ ーザー コミュニケ ー シ ョンモ ジュールは各社 の

社 内システムとEDlセ ンターのブ リッジであ り、

共通 するEDI処 理を代行

一 曽'∵

;'パ

:㌧ 務i

認1
テ ケ;:、

・∴ ・v∴ ・

.ン

P、戸㌧'㌧ ∴ ヨ/ミ

㌦ 》/

n
ド

,司 》

∵㌔・一 ・ 一・ ドm"構 ・ ㌘'

ユ一斑 蒸壬 ● 治ン鰻:
.二 戸

≒≡、".。..㌦ 。' ・ さ 、 ・ 一'

"詐
.〉 一 こ 入 、 鰹

.慈
イ;
・一ン

蘂
Ｔ

A■,

手1

・疎 ・

.:シ

ζスデ

:と

転'

ノ イ ぶ 　 「』 子:

こ

1碇 ⑭鱗ぎ
ＴA

、'1-,い_.ご

ム 圭 一 一・一 ・ …≡

送 三
メ='

≒
.

^〆}

・'・ ・ ぶ'1

.入 .、 ㌔'・ シ ・

送受信状況管理爪 ス
ド 丁ＴA☆

W川DOWS95/UMX

Dlセ ン タ ー

Eヨ
EDlEnterprise

l吉田|噸品。x・]
一
一
全銀矛ロト訪変換
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実証実験インフラ

・U/Cモ ジrル が主要なE 。D†処理の大部分を肩代わ＼
・りするので参加各社は開発投資をしな くて済む 一

号
ぶEDfゼ ンタ・`…を介在するヒとでN昏Nの 接続 と、
sk相手の運用 時間 にとらわれな ゼEDlが 実現

・
'・従来 形 式の全銀 手順の取引先 との伝 送 もセ ンターが

ゲ ー トウェーとな る

☆ 広告EC実 証実験スゲ ジュrル 三

作業報告 199'6年 度 度 fg97年 度"つ

04050610了0809
.

101112 10203 040506 0了0809 101112 010203

`

託
=
ヘへ

標準化作業(1)
ビジネスプロトコル等

一
:
:

標準化作業(2)

実証実験範囲外の標準化

1一 一
継続 して検討

EDl基 本モ ジュールの

開発

一
…

ユーザコ ミュニ ケー シ ョ

ンモジュールの 開発
騒

;一

実証実験環境整備

実証実験実施

■■
1

ト一,
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新聞社:朝 日新聞

読売新聞

日本経済新聞

北海道新聞

中日新聞

西日本新聞

山形新聞

日刊スポーツ

放送局 パじ梨放送^・

芦レビ新広島

実証実験の目的

〈灯業界標準φ作球

織翻轡 の麺
1④樗 灘 興 の竺呼 序

㌫ ㌶ ㍊ 竃一 型ぷ 興 ス鱗

一57一





(1)業 界標 準の作成

顕 聞、⇔ ビスポツ鴎 広告取引に関

‡繋 駕翠 欝芋
哩 聞鹸 瞬 獄各購 局)課整

e(2)EDlの 効 果 の 検 証

欝 無 璽鯨鷲鞭 鞭≧
愈 鎌 継 め齢 によ爾 巣嘩 い{㍗
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(3)運 用

蟻 机上 め標 準裟ヒ

ー-IY－実務1S[ネ での利用 による1各種 、
・問題 点 の洗 い出 レ ○、

活4.)・ イ ン フラ の 検 言正 ∵

畢N㌻ 穴 蓄積交換型メールポ乏ク元～(町∵





日本広告業協会におけるi

・}'☆ ヂ 〆"1～ <^∴ 託 で ジ∵ 〆
. ぺ"い

菜

,s

、 ∀ ∨

ゾ ㌧ ・ … ㍍. ' の灘 、1ジ 、"

"戸 ン 、 、 〉 、
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;熟罐讐 鶴 』ジェ卵 の魏

騰灘懇灘一
1

一 唖=灘i繊 麗簸癬5
一顯量顧醒一一鱈_品 醗 握劉

緋鯉 趨一 蹴 漕

97年4月 か ら98年3月

までのプ ロジェク ト

← _恰 長"^合

波 告白叫 プロジ文玖ト
事 務局!区 一

A-一 ㌔

1 1

標続 腕 白 1
∵インララ検討 ・

嚇 ≧ググ妄プ㌧

=麺 実願 施:

乎キン嬢 」げ ⊥ パ
一一

1

一一

ll
新聯 合1レ レピ分科会1

=〔k－ え㎜ぷ ∨〃s×w"{㎡ 笛 恒～ ≡ ∀ ぷ ▽"蛍 一 」zv贈 は}3

1蒸φ読売広告社
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米.国rで の ・↓n皇e:r・n・eき∴』…P1;の 動 ・向





WhyEDlOvertheln寸ernet?(1)

漣 在のEDI:(L煕 墾田)鯛 甦 x
∵ 一初期 ゴヌ ト1(糞)㌻1

一導入・メンデナ玖 諏 ト因 ∴
、

・・〒ネ シ ト ワ 」 ク ゴ ス ト(大)
、

大規模会社には浸透してきつつあるが、

中小規模には浸透 していない

頂癬 剛 顯 煕n細 璽総二
1◆豊麗 鶉 蓋㍗㌧㌻㌻ ・

ニ ス ピrド(56k《9 .6k)一・5Trlk(1.5M)∫丁三3(側)

』 コス ト

已 柔軟性'

Eplf普 及の'・'

ドライビ ング ・フ オニネ
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1畦ernetEDl懐 疑 論?

◇セキ ユリ妾イ…誰に見られるかわからな㌧

◆トラ ッキ ング∴どこを経由しているか解 ら

ず相手に届く保証 もない?∵

B:.to:BECso】utiσn

Qy.:・rer,t佃㌦thlelnter面;eこt

〈p潮 頭s>∵ 二＼ 三三{

㌻栖16日S二:
㌦∴謬 ∴:4丁刷eW的 ∵TPN∵ ㎡㍉

♪ACTRA
、;xECXper'ztt^,

ごSTERLI陛,∴COMMERCピExch紬9e tl

・セ キ ュ リテ ィ … 暗 号 化S/MIME?

・トラ ッ キ ン グ …ReceiptNotice .





広 告ED1で の

Lnternet旬1∧ の期 待

争小規嵐 地 方の広告会社ぐ媒体社の印r
参加 ∵

◆従来の受発注情報を中直とレたEDlだ ば

∴でな:ぐ付加価値の創出

∵◇セ キ ユア■な従来9)EDl荘 ξga吐EP・1)と
∴の共存

Ove底'thelf血tee,net

㍉:一 三繧 三1.三㌫ll㌻ぷ 〉三連 叉 ㌧ ∴ ㌻s∴

1・"Tkef.ずare-:Pヒeld]Cf緬 惑 ㌻thaピ

6鯉 填 れyヰoざa叩 頷 呈:ln}己r煎 セ

.炎堵r碩e醒 註 し 町 皇・k$134頭 重① 巨的3.:ら

∴yU竃:三 坤ell師d:'lplf:.ぴ 登 浪cade・ 。h＼

∵ q〈Forbes>





広告EDIー インフラのグラン ドデ捗インー全体像

P翻 題¢8s?

、'㏄S?

P蜘 緬eols?

也 翻S、
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講演5「 鉄鋼ECの 実用化研究」

〈高度商品データベース構築 ・検索技術 プロジェク ト〉

太 宰 武 生 氏
CALS技 術研究組合(NCALS)

鉄鋼EC研 究会研究 リーダー
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搾 も
日本情報 処理 開発協 会 ・産業情報 化推進センター

EDIフ ォーラム1997

鉄鋼ECの 実用化研究
く企業間高度電子商取引推進事業>

1997,7,16

CALS技 術研究組合

鉄鋼EC研 究会

研究リーダー 太 宰 武 生

搾 も

粗鋼生産量

約10千 万トン

鋼材生産量

約9千 万トン

輸 出

約250/・

膓
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艦 鋼材生産 取引の多様性

■需要業界、及び品種(鋼 材形状)の 多様性:

■仕様の多様性:

汎用注文/特 別注文二膨大な規格、仕様

■取引の多様性:

先物紐付き長期/個 別物件/店 売り物件

ワ

鋼材取引情報が極めて多く、かつ複雑である

搾 も 鉄鋼業界におけるEDI導 入経緯

く膨大な取引情報 に関し

早くからペーパーレスの取り組み 〉

1昭和43年度1「 鉄 鋼帳 票コード委員会」業界標 準策 定

煙i]「 鉄鋼ネットワーク研究会」鉄鋼業界EDI検 討

蛭]「 鉄鋼EDI標 準－VerO」造船/適 用検討

唾]「 同(1)(2)」C/C実 証実験、自動 車/一 部合 意

[≡]「 鉄鋼EDIセ ンター」適用拡大と自主運用体制
Copyr|ght(c)1997NCALSSteelECProject 4

2





ぱ勧
鉄鋼EDIの 適用状況

輌

艦 鉄鋼業におけるEDIの 課題

■適用先を加速度的に拡大したい

業界内=多 くの中小の関連企業

業界外:他 の関連需要業界

■適用品種の拡大

■交換対象情報の拡大

■情報交換様式の多様化

定期的+随 時性、任意性

3
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艦 業際情報交換の新たな取り組み

艦 企業間ECの 鋼材取引への導入

■通産省 「企業間高度電子商取引の実証事業」

に鉄鋼業界、電機業界で対応

く 平成7年 度補正予算 〉

■鉄鋼～需要家の一貫鋼材取引業務を対象

く 紐付鋼材の受発注関連業務 〉

■NCALS業 種 別CALS実 証チームと連携

4
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&齢

↑

商

社

鋼材の

一纏 一難

↓'

・嚢墾 難 騒

↓ 〆

鍵
↓

竃嚢 灘le、一㍍涼添一 一

↓

↓ 羅 懸

流通 フロー

撃
墜1墜 ㌧

駆
4

畳

＼ 、

大型広幅コイル(母 材)

製鉄所での効率生産

需要地毎に配送
一次像管

、 、
幽 ●

睡 〆患 繋=

需要家使用部品に適した

サイズに加工(成 晶)

カンパン方式の納入

指定部品に加工

川下分散型物商流フロー<素 材産業型>
Copyright(c)1997NCALSSteelECProject 9

&齢

鉄 鋼メーカー ○,

商 社

鋼材加工業

需 要 家

鋼材取引物商流の特色

QO、

/

○ 、

、

品種 の 多様性(形 、性能)

薄板、厚板、形鋼、線材、鋼管

量 産効 率 生産(多 注文集 約生産)

タイムリーな納入に対応出来る

流通保管を需要家近接地で

○ 、流聯 繋2誰 議長

○

Copyright(c)1997

鉄 鋼メーカーは需 要 家に紐付き生 産

対応
品質、納期の確保、販売価格

中間 の企 業の鉄 鋼メーカーへ の対 応

は複雑 一情 報 流の 一本化 困難 －
teeroject 10

5
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&勧 業際ビジネスの現状

'[iヨ

&齢 鋼材取引業務の課題

■ 企 業 間 情 報 コミュニ ケ ー ション基 盤 が 未 整 備

一充実した企 業 内情報 システムに比 し劣位である一

》大量定型情報を一部企業間EDIで く大手企業間〉

》非定型情報は殆どが人手(電話、FAX)による把握・交換

■業際ビジネス課 題が潜在化

一受発注業務における非効率偉 く情報収集〉

一需要家の使用量変動へのタイムリーな生産・在庫調

整が困難
一中間在庫、リードタイムの改善が困難

6
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艦 鉄鋼EC実 用化研究の推進

電機業界向け薄鋼材(典型的な鋼材流通フロー)を例に

■「素材 産 業型EC」 の仕組みを開発 ・実 証

一インターネット上で物流情報、商品属性情報を相互開

示し検索・集計する

高 炉メーカー、商社 、コイルセンター、電 機メーカーが

共同研 究推進 モ 〉

代表商流上での実データによる実験

実務面への適用性・有効性の検証

&齢 開発テーマ

■業際業務モデルの設計 〈EC適 用対象〉

》鋼 材 の受 払業務、デリバ リー業務 等

■業際プロトコルの開発 く 標準 〉

》鉄鋼 ・電機業界間で情報交換する業際規約の設定(大手

業界間標準化の初の試み)

■インターネット上の分散オープンDB構 築 技術の

開発"標 準 業際システム"

》各社が分散して保有する商流一貫情報を公開する機構

■企 業間"情 報検 索エージェントシステム"の 開発

》目的に応 じて複 数のオープンDBを 検 索 し、データを抽出 ・

集計 ・回答す るエージェントと周辺機 能

7
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&齢
■ 研 究 会(NCALS)

一鉄 鋼 メー カー(6)

一電 機 メーカー(4)

一商 社(8)

研究参加企業 ・団体

一鋼 材 加工 業(2)

一団体(1)

■ 協 力 団 体

20社1団 体29名

新 日鉄、NKK、 川鉄 、住金 、神鋼、日新

日立 、東 芝、三菱、富士

三 菱、三井、伊藤 忠 、丸紅 、住商、日商 、

トーメン、川南

五 十鈴、静 岡スチール

鋼材 倶楽部

一 日本 電子機 械工業会(EIAJ)EDIセ ンター

一 全 国コイルセンター工 業組 合

■ 外 注 先(SIW)新 日鉄(El事業部)、川鉄情報システム
Copyright(c)1997NCALSSteelECProjeCt15

鵠E遷 蟻 ッ㍍㌫ ク

働　

[=] .

寧 日
ノ 情報検索

インターネット

8
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蜘
i
…

・9管C実 験システム構成

各企業オープンDB開 示情報 幽
o

詩 》
妄≒ 『

各企業基幹システム
発注計画(対高炉:電機向け)

物 莇涕一」『デーブ泌

○

注文進捗(製造工程別仕掛り)

ミル在庫(出荷財源)

出荷実績

S/C在 庫

△

訂 ・十FD

ウ
各社鉄鋼ECシ ステム

畠 曇日
【■ 互謝侵

クライアン ト サ ーバー

裏

曇

プ
C

デ ・タ

○
デ→

一

〇
デイ

一

一

母材在庫
成品在庫
出荷実績
母繊 湯翻万テープ沙 一

情報検索用
検索入力
検索回答出カ

オープンD8用
登録

オ=顯
日 電

開示用DB機
情報検索エージェント用
検索実行
回答■集

発注計画'

使用予定

確定納入指示情報

0
7・,

一

一

ン
1

ト

や

ξ 。、

含

鞠
17Copyright(c}1997NCALSSteelECPrOject

艦 業際業務モデルの開発

■現状各企業が分担している業務を詳細分析

■汎用的な業務パターンに(最 大公約数的処理)

■開示情報の定義(内 容、開示元)、一部標準化

■汎用業務パターンと開示情報の相互関連付け

■一貫情報活用(検 索)モデルを策定

ワ
システム機能設計(入 、出力機能、検索機能他)

関係者が等しく利用可能なアウトプット

将来各企業はこのモデルから独 自の戦略を
Copyright(c)1997NCALSSteelECProject18
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3鶯
開発モデル

電機業界 向け紐付き薄板の 受発 注支援 業務

■受払い業務(需要家使用予定量、流通在庫から鋼材新規

発注量を把握)

■ 母 材 デ リバ リー 業 務(需 要家使用予定、母材生産状況

、流通在庫の把握)

■ 成 品 デ リバ リー 業 務(需 要家使用予定、成品在庫把握)

■ 高 炉 検 査 成 績 照 会 業 務(ミルシート情報の随時把握)

■ 現 探 索 業 務(不 具合対応等)

Sz齢
業務別使用情報

断
情報

撒

高 炉メーrわ一
サービスセ

ンター
コイルセンター

商
社

電機メrカー

ミ

ル
在
庫

注

文
進
捗

検
査
成
績

出

荷
実
績

S

C
在
庫

出

荷
実
績

母
材
在
庫

成

品
在
庫

出

荷
予
定

出

荷
実
績

発
注

計
画

発
注
計

画

使
用
予

定

確
定
納
入

難 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

母材刊 バノー ○ ○ ○ ○ ○ ○

成品「刊 バ ノー ○ ○ ○ ○

○高 炉検査成糸、照 会

現密i味 ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ は、各業務で主に使用(検 索)す る情報

Copyrlght(c)1997NCALSSteelECPreject
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|

・夕齢 モデルの概要く受払業務〉

:■需要家の鋼材使用予定量に見合った鋼材成品所要

量を算定するための業務。

■需要家の発注計画と各拠点の在庫量、高炉メーカー
の手持ち契約量、工程仕掛量を検索し、財源バランス

を把握する。

利用例

開示・検索対象情報

高炉メ「カー
サーピスセ

;コイル センター`ンタ
ニ ・

電 機

メーカー

ミ

ル
在

庫

注.
文
進
捗

検-

査

成

績

・出

荷1

実

績

S

c

在1

庫1

出
荷
実
績

母
材
在
庫

成
品
在
庫

出
荷
予
定

出
荷
実
績

発
注
計
画

使
用
予
定

確
定
納
入

商社/発 注所要把握 ● ● ● ● ● ●1 ● ● ●

高炉/生 産指示 ● ● ● ● ● ● ●
'

●i ●:

電機/材 料見通し ● ● ●

Copyright(c)t997NCALSSteelECProject

s云置c

各企業オープンDB

情報検索要領

暮鐘禦貰 ④ ④ 薗[=‡ 〉
注文進捗

ミル在庫鉄

出荷実績鋼

S/C在 庫
＼＼

の

鉄鋼

例)母 材の情報を収集
C物 産が 自社発注の

A電 機向けの

B鉄 鋼材の

特定母材規格 の
情報を収集

検 索要 求:条 件 入 力

物商流情報:C/C=MCIC

母成情報=成品規格

1

C

/

C

璽1
・機'

母材在庫
成品在庫
出荷実績
母繊 畠超付̀

,'

ノ ・
MCIl

報

A

B鉄 鋼 ミル在庫

注文進捗

S/C在 庫

MC/C母 材在庫

成品在庫

A電 機 使用予定発注計画
イ使用予定

確定納入指示

報

A ○
i分 析、課題の検討、対策実行i<コ

検 索回答編集、集計(一 覧表)

Copyright(c)1997NCALSSteel'ECProject22
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亀 検索出力例く成品刊 炉 〉

コイ鋤 一出荷(予 島r実 績)

顯 家A題 目レa工 場C/C;MG〆C

納入日 踊 臓

成品サイズ 紬 一力 鋤 ⌒

厚み 幅 長さ 蹴 質量⑭ 臓 隅,年
8月12日 溶魑i鉛 SPG 1.000宏OC Y－製作所 1 晒 1蹴5

8月12日 } SPG 1000宏OC Y－製 作所 1 細 ㈱ 19的0115

8月12日濾 SPG 1000㏄OC Y蜘 乍所 1 1000 額
ノ1・計 3 蜘

8月12日 = SPG 1000宏OC IT製 作所 1 ⑰ 34柘7 1旬7〔㎜

8月12日 = SPG 1.000刎OC IT製 作所 1 捌 4田78

(24)小計 2 11.和

計 (25)合計 5 ⑳
8月13日 SPG 1.000400900 KY工 業 KY工 業 却 、…幻0 捌 銘 19970217

8月13日 SPG 1.000400900 KY工 業 KYユ 業 .i葡0 ⑭ ㎜
8月13日 SPG 1.㏄04CO9〕0 KY]業 KY工 業 ⑰ 5…幻 ㎜

!1・計 1120 14即

Copyr|ght(c)1997NCALSSteelECProject23

&差 もECシ ステム導入効果

く現 行 業 務 との対 比 〉

■情報収集が正確に、迅速に、効率的に

注文毎の関係商流企業情報、母材・成品相互の紐付き関係
の把握、積送情報等企業間での重複情報の識別が難。

深い専門性、現場確認等手間[⇒〉推度 速遼 難易度改善

■参加企業が情報を共有可能(取 引の相互関係範囲内)

対面当事者以外醐 互た共有伝κ:需要家力、らメーカーをノ

■一貫商流情報の多面的な把握が可能

鹿流全体像の随時把握一〉フロー分祈菩蹴 据へ

Copynght(c)1997NCALSSteelECProject24
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&齢
標準業際システム

標準データ管理
部皐データ項目辞書
●準レコード定●

極
センター

配布

曝

畠
各サイ ト

匡ヨ⇒

[垂ヨ⇒
含

基幹系ホス ト

・オープンD8

メンテナンス

データ トランス レ一 夕一
口ーカルレコー ド→相準レコー ド

ローカルコー ド一目準コード

∀
1デ ー・Sa－ ド

情報検案
エージェント

鵬

サ ー バー

∀
オープンDB

母甘「虞品■
故

物商演関

巨iiヨ〔}品質DB}〕

巨司 蹴 ・〔麺

唖

Copyright(c}1997NCALSStee|ECProject 25

8勧
情 報検 索工ージェノト

検索実行プラン生成

検索実行
実行領脚
遠隔検索実行依頼
検索依頼送信
検索結果受信

回答編集
検索完了通知

_.」

検索エー ジェン ト(ロ ーカル)

Copyright(c}1g97NCALSSteelECProjeCt
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&齢

■ オ ー プ ンEDIプ ロトコル

ーオープンEDIデ ータ定義標 準

》オープンED順 目辞書

》・オープンDB標 準データレコード定義

書

業際プロトコルの成果物例
■特 定企 業 間EDl標 準

一情報伝達層における業際規約

》通信プロトコル

一・オー プンEDI設 計 ・運 用 標 準

》・エージェント設計標準

》オープンDBの 作成/開 示標準

》通信回線、データ交換方式

一 オ ー プ ンEDIセ キ ュ リテ ィ標 準

》ア クセ ス権 限 設 定 基準

》障 害 対 策 標 準

Copyright(c)1997NCALSSteelECProjeCt

－情報 表現層 における業際規 約

》シンタックスルール'

》標準ジッセージ

》項目辞書

一取引基本 層における業際 規約

》業務運用規約

28
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艦 業際プ。トコル開発マナ_

■策 定プロトコルは将来の実運用を念頭に置き

研究会チーム(関 係企業出身)が1次 案を作成

関係組織のレビューを経て標準案を策定

(社)1日本電機工業会/EDI委 員会/鉄 鋼EDI分 科会

全国コイルセンター工業組合/EDI委 員会

(社)鋼 材倶楽部/鉄 鋼EDIセ ンター/標 準管理チーム

■既存EDI標 準との協調

開示データ等に関しては既存DDと の相互可用

性を織り込む

艦 業際標準メッセ_ジ の開発

■既 存の各業界EDI標 準との業際接合 の考 え方

鉄鋼、商社、CIC:鉄鋼標準<JISI>

電機、部品:JEMA標 準<EIAJ>

夫 々が標準を古 くか ら構え、企業システムに

反映され ている⇒ 相互 に連接のための改訂を

情報発信 側のメッセージを受信側 で新 規受入

発注情報:受注側にて発注者標準準拠

納品情報:発注側にて受注者標準準拠

7
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艦 実証実験内容

■実験 企業

鉄鋼:2一 商社:3一 鋼材加工:2一 電機:2社

1-NET接 続:15サ イト(東 京 、富士 、静 岡)

■実験=使 用データ(上記企業の実 営 業データ)

基本テスト=約200件 の検索 く業務 、企業別 〉

実運用テスト:約1ヶ 月く実業務者 がテスト〉

■実証項 目

システム諸性能、将来の業務改革 への適応性等

Copyright(c)1997NCALSSteelECPrqect31

&齢 実証実験項目

■基 本テスト:固定データを対象に業務 面、機能 面から

設 定 した202の 実験ケースを実施す る。

業務 別 ・サ イ ト別実 験 項 目数

＼ 、＼＼ 検 索 者
＼'

＼ ＼

業 務 モ デ ル ＼ ＼

§
A

讃
B

薯
A

票
B

4
C …

A

ξ
B

覆
A

覆
B

受 払 業務 16 13 8 7 10 10 11 14 14

母 材 デ リバ リー業 務 5 6 10 8 11 5 4 11 13

成 品 デ リバ リー業 務 0 0 2 1 2 1 1 3 3

品 質 関連 業務 2 2 1 1 0 1 1 3 2

計 23 21 21 17 23 17 17 31 32

■実運用テスト:日々更新データを対象に各種運用実験を

実施する。
Copyrlght(c)1997NCALSSteelECProject
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ぷ齢
実験ケ ス例

桑務 検索者 実験内容 検索指定商流 検索条件 行先制御

受払業務 商社

商社を検索者として、流通在庫(高 炉在

庫、サービスセンター在 庫、コイルセンター

在庫)を検索する

電機 品種

物商流および
母材成品紐付
テーブルによ
ゑ

受払業務 高炉メーカー
高炉メーカーを検索者として、電機メー

カー発注計画情報を検索する

電機、コイルセ

ンター

規格(前 方
一致)

母材成品紐付
テーブルによ

る

受払業務 コイルセンター
コイルセンターを検索者として、流通在庫

と電機メーカー発注計画情報を検索する 電機
指定商流
全件

母材成品紐付
テーブルによ
る

成品デリ

バ リ
コイルセンター

コイルセンターを検索者として、電機メー

カー使用予定情報を検索する
電機

規格、寸

法

母材成品紐付

テーブルによ
る

成品デリ
バ リ 電機メーカー

電機メーカーを検索者として複数コイルセ
ンターの出荷予定情報を検索 複数商社

指定商流
全件

物南流テーブ

ルによる

現品探索 高炉メーカー
高炉メーカーを検索者として物流上の現

品の所在を探索
高炉 現品番号

高炉出荷実績
DBに よる

Copyright(c)1997NCALSSteelECProject 33

餅齢
鋼材南流と企業

鉄鋼EC実 用化研究と今後のEC化

鉄鋼メーカー

現状

∪
今回

∪
将来

コイルセンター

企 業間 情報 コミニ ュケ ー シ ョン基 盤 が未 整 備
一部のED|、電話、ファックス、打合せ等人間系主体の対話

情 報 交換 基盤 の開 発、実 証

企業商取引き情報の公開(オープン分散DB)
公開情報の利用ツール提供

ココペ い ニピ ぶ
り

,礁 φ充実ご難

外 部情 報の 企業 内活 用

外部情報の企業内システムへの取り込み

電機メーカー

[実 栗 務 へ の 反 映]

ffes、 デグバグ一緒r紐 付き初
〈κ哀願 で興定 書在潔α〉

商品 が象発、湯窟の拡大による
斑 声への克栗放胆 みと
更な翻 朔 の鐡

,」企粛ρ嬉 務の改革
が苗繍 との運動化を抱句cた
鍵務の鰯

企 業間 での情報 システムNW接 続 鎗南陽活動の踵

相互の企業がNWを 介して業務協調 仮碧企超=今 への発展
Copyright(c)1997NCALSSteelECProject
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